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に
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伝
教
大
師
最
澄

の
上
宮
廟
誓
願
詩
に
つ
い
て

牛

場

真

玄

「
伝
述

一
心
戒
文
」
〔以
下

「
戒
文
」
〕
は
、
『
叡
山
大
師
伝
』
と
蚊
ん

で
、
最
澄
及
び
初
期
叡
山
教
団
の
動
静
を
探
る
上
に
必
要
書
と
さ
れ
、

ま
た
聖
徳
太
子
の
南
岳
慧
思
後
身
説
を
唱
え
る

『
東
征
伝
』
に
次
ぐ
古

く
か
つ
重
要
な
文
献
と
し
て
注
目
さ
れ
て
来
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
光
定

(七
八
○
-
八
五
八
)
の
親
撰
と
見
な
さ
れ
て
も
き
た
。
け
れ
ど
も
、
そ

(1
)

の
成
立
に

つ
い
て
、
す
で
に
あ
る
疑
問
を
抱
い
て
い
る
筆
者
は
、
そ
の

中
で
の
最
澄
の
詩
に
つ
い
て
も
、
ま
た
こ
れ
を
問
題
視
し
な
い
わ
け
に

は
い
か
ぬ
。
以
下
そ
の
概
要
を
述
べ
て
大
方
の
批
判
を
仰
き
た
い
。
ま

ず
当
面
の
問
題
点
を
挙
げ
て
み
る
と

一

「
伝
灯
大
法
師

〔位
〕
最
澄
大
禅
師
」

の
訓
み
方
に
つ
い
て
。

二

「
興
福
寺
沙
門
最
澄
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
。

三

大
師
が
弘
仁
七
年
、

上
宮
廟

へ
献

じ
た
、

と
い
う
詩

に
つ
い

て
。

四

光
定
が
四
度
四
天
王
寺
の
夏
安
居
で
、
法
華
経
な
ど
を
講
じ
た

ど
い
う
こ
と
に
つ
い
て
。

五

嵯
峨
天
皇
が
そ
れ
に
和
韻
せ
ら
れ
た
、
最
澄

の
同
天
皇

へ
上
つ

た

「
奉
献
詩
」
に
つ
い
て
。

六

最
澄
の
奉
つ
た

「
奉
献
詩
」
と
、
戒
文
に
云
う

「
誓
願
詩
」
と

の
関
係
に
つ
い
て
。

な
ど
で
あ
る
が
、
以
下
口
を
除
く
他
に
つ
い
て
略
説
し
、

ま
ず

「
誓
願

詩
」
と
そ
の
序
と
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち

前
入
唐
天
台
法
華
宗
の
伝
燈
大
法
師
、
最
澄
大
禅
師
、
弘
仁
七
年
四
天
王

寺
の
上
宮
廟
に
入
り
、
法
華
宗
を
伝
え
ん
こ
と
を
求
が
う
の
詩

〔の
序
〕
に

云
わ
く
:
今
我
が
法
華
の
聖
徳
太
子
は
、
即
わ
ち
是
れ
南
岳
思
禅
師
の
後
身

な
り
。
厩
戸
に
生
を
託
し
て
四
国
を
吸
引
し
、
持
経
を
大
唐
に
請
い
、
妙
法

を
日
域
に
興
こ
し
、
等
し
く
鐸
を
天
台
に
振
い
て
そ
の
法
味
を
相
承
す
。
日

本
の
玄
孫
、
興
福
寺
の
沙
門
最
澄
愚
な
り
と
錐
も
、
我
が
仏
の
教
を
ば
弘
め

ん
と
す
。
渇
仰
の
心
に
任
え
ず
。
謹
ん
で
一
首
を
奉
る
、
て
い
れ
ば
、
か
の

先
師
の
一
首
に
云
わ
く
:

海
内
求
縁
力

海
の
内
に
縁
力
を
求
め
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帰
心
聖
徳
宮

心
を
聖
徳
の
宮
に
帰
す

我
今
弘
妙
法

我
れ
今
妙
法
を
ば
弘
め

師
教
令
無
窮

師
教
を
し
て
無
窮
な
ら
し
め
ん

雨
樹
随
春
別

雨
樹
は
春
に
随
い
て
別
か
れ

三
卉
応
節
同

三
卉
は
節
に
応
じ
て
同
じ
う
す

(2
)

願
惟
円
教
使

願
わ
く
は
こ
の
円
の
教
え
を
し
て

加
護
助
興
隆

護
助
を
加
え
て
興
隆
せ
し
め
た
ま
え

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
序

の
中
で
、
「弘
仁
七
年
」
と
い
う
紀
年

△

を
用
い
な
が
ら
、
た
だ
七
年
と
の
み
記
し
て
月
日
を
録
し
て
い
な
い
こ

と
は
、
そ

の
他
の
必
要
な
場
合
に
は
丹
念
に
月
日
を
記
入
し
、
そ
れ
に

(
3
)

対
応
す
る
干
支
を
も
忘
れ
な
い
の
と
対
脈
的
で
あ
る
。
大
師
伝
に
よ
る

と
、
最
澄
は
弘
仁
六
年
の
秋
八
月
、
大
安
寺
の
塔
中
院
で
の
法
華
の
講

讃
を
了
え
る
や
上

・
下
毛
の
地
方
に
巡
錫
し
て
い
る
。
明
記
を
欠
く
が

恐
ら
く
、

同
年
の
八
月
下
旬
か
ら
九
月
上
旬
に
亘
つ
て
の
期
間
と
見
ら

(
4
)

れ
る
。
場
所
も
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
上
野

・
下
野
の
某
処
に
そ

れ
ぞ
れ
多
宝
塔

一
基
を
建
立
し
、
塔
毎
に
法
華
経

一
千
部
八
千
巻
を
奉

安
し
、
毎

日
塔
下
で
法
華
を
長
講
、
長
転
し
た
、
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。
が
そ
れ
は
果
た
し
て
実
現
し
え
た
で
あ
ろ
う
か
、
お
そ
ら
く
は
不

可
能
で
あ

つ
た
で
あ
ろ
う
、

と
考
え
ら
れ
る
。
何
故
な
れ
ば
、
戒
文
に

よ
る
と
、

弘
仁
七
年
、
大
師
の
四
天
王
寺
の
太
子
廟

へ
の
詠
進
詩
は
、

夏
安
居

(
四
・
五
・
六
・
七
)
中

の
も
の
と
見
れ
ば
、
七
年
の
三
月
か
四

月
の
始
め
に
は
、
東
国
の
旅
か
ら
叡
山
へ
帰
つ
て
お
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

と
す
る
と
、
両
国
で
の
滞
在
期
間
は
恐
ら
く
、

六
年
の
八
月
か
九
月
上

旬
か
ら
七
年

の
三
月
末
頃
ま
で
の
約
八
ヶ
月
間

で
あ

つ
た
は
ず

で
あ

る
。
当
時
の
都
鄙
間
の
文
化
程
度
の
懸
絶
や
、

地
方
な
ど
で
の
大
師
周

囲
の
経
済
上
の
裏
附
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
半
年

余
り
の
短
日
月
の
間

(5
)

に
こ
の
よ
う
な
大
事
業
が
完
成
さ
れ
た
、

と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

(6
)

す
る
と
大
師
伝

の
こ
の
記
事
は
、
再
検
討
を
要
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

次
ぎ
に
こ
の
詩

の
序
文
の
始
め
に
、
「前
入
唐

…
…
」
の
記
名

に
も

疑
問
が
も
た
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「伝
灯
大
法
師
最
澄
大
禅
師
」
と
あ

る
点
で
、
こ
れ
に
は
両
様
の
解
釈
が
可
能
で
あ

る
。

一
は

「灯
を
伝
え

る
大
法
師
の
最
澄
大
禅
師
」
で
あ
り
、
二
は

「
伝
灯
大
法
師

(「位
」
字

を
省
略
と
見
る
)
と
し
て
の
最
澄
大
禅
師
L
で
あ

る
。

一
に
は
問
題
が
残

る
、
と
い
う
の
は
、
法
師
は
各
宗
共
通

の
僧

の
都
称
で
あ
り
、
禅
師
は

禅
僧
の
尊
称
で
あ
る
、
そ
れ
は
自
語
相
違
の
矛
盾

で
あ
り
、
意
味
を
な

さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
二
の
意
味
に
取

つ
て
も
、
熟
し
な
い
字

句
で
は
あ
る
が
、
強
い
て
意
味
づ
け
を
試
み
、

「大
禅
師
」
に
重

心
を

置
け
ば
、
最
澄
は
大
法
師
位
に
在
る
と
同
時
に
、
大
禅
師
で
も
あ
る
こ

と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
を
認
め
さ
せ
る
上
の

技
巧
的
な
布
石
と
も
見
ら
れ
も
す
る
が
、

一
の
解
釈
よ
り
も
妥
当
性
が

あ
る
、
と
云
え
よ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
最
澄
が
大
法
師
位
に
補

(7
)

せ
ら
れ
た
の
は
、
弘
仁
十
三
年

(
八
二
二
)
の
三
月

で
、
弘
仁

七
年

に

は
ま
だ
大
法
師
位
に
は
昇
つ
て
は
い
な
い
。
従

つ
て
、
そ
う
し
た
矛
盾

の
暴
露
を
恐
れ
て
、
こ
の
よ
う
な
ヌ
エ
的
な
表
現
を
敢
て
し
た
、
と
筆
者

伝
教
大
師
最
澄

の
上
宮
廟
誓
願
詩
に

つ
い
て

(
牛

場
)

-41-



伝
教
大
師
最
澄
の
上
宮
廟
誓
願
詩
に
つ
い
て

(
牛

揚
)

に
は
推
量

せ
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
も
作
者
の
作

為
性
が
働
い
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
の
結
果
が
こ
の
よ
う
な
不

得
要
領
な
表
出
と
な
つ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
こ

の
こ
と
は
下
に
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
光
定
な
る

(戒
文
の
著
者
と
し
て

の
)
人
物

の
架
空
性
を
示
す
と
す
る
見
方
と
も
、
関
連
す
る
と
も
云
い

え
よ
う
。
何
故
な
れ
ば
、
当
時
第

一
流
の
文
人
で
も
在
し
た
嵯
峨
天
皇

(
8
)
(
9
)

の
ご
愛
顧
を
蒙
む
り
、桓
武
天
皇
の
こ
帰
依
を
も
辱
う
し
、
大
師
の
信
任

も
厚
か
つ
た
光
定
が
、
こ
の
よ
う
に
事
実
を
扮
飾
し
、
読
者
を
偽
隔
し
、

少
な
く
と
も
そ
の
解
釈
に
苦
し
ま
せ
る
よ
う
な
文
章
を
書
く
筈
が
な
い

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
つ
ぎ
に
、

こ
の
い
わ
ゆ
る
誓
願
詩
が
史
実
で
あ
る

な
ら
ば
、
漠
然
と
し
て
た
だ
弘
仁
七
年
と
の
み
記
し
た
の
は
、
そ
れ
自

身
が
不
自
然
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
戒
文
の
中
で
、
(実
在
の
光
定
を

(
1
0
)

装
つ
た
覆
面
の
)
光
定
が
、
し
ば
し
ば
好
ん
で
そ

れ
ら

の
年
号
と
日
に

(
1
1
)

対
す
る
干
支
を
も
併
記
し
て
い
る
。
そ
れ
よ
り
も
更
に
大
師
は
勿
論
、

叡
山
教
団
自
身
に
取
つ
て
も
、
よ
り
重
要
な
契
機
と
な
つ
た
は
ず
の
誓

願
詩

(故
意
に
大
師
の
奉
献
詩
と
を
混
同
さ
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
奉
献
詩
を
誓

願
詩
へ
の
置
き
替
え
を
意
図
し
て
い
る
)
の
詠
進
を

ば
、
た
だ
弘
仁
七
年

(弘
仁
は
元
-
一
四
年
)
と
の
み
記
録
し
て
、
月
日
と
日
の
干
支
と
を
逸

し
て
い
る

の
は
、
甚
だ
了
解
に
苦
し
む
所

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

二

戒
文
の
中
に
は
光
定
の
詠
詩
が
四
首
録
さ
れ
て
い
る
が
、
今
は
そ
の

中
の
二
首
の
序
を
引
く
に
止
め
て
お
く
。

こ
こ
で
は
詩
そ
の
も
の
よ
り

も
、

そ
の
日
附
が
よ
り
重
要
だ
か
ら
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の

一

は

「干
時
天
長
二
年
乙
巳
…
…
」
の
日
附
を
持

つ
四
〇
九
字
の
長
序
を

(
1
2
)

附
し
た
七
言
古
詩
で
あ
り
、
そ
の
二
は
す
な
わ
ち

「
天
長
十
癸
丑
之
歳

(
1
3
)

…
…
」
の
日
附
を
有
す
る

「
題
二聖
徳
皇
太
子
古
 
こ

と
題
す
る
五
言

古
詩
の
、
二
三

一
字
の
長
序
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
戒
文
に
よ
れ
ば

弘
仁
七
年
よ
り
天
長
二
年
に
至
る
九
個
年
に
在
り
て
、
伝
法
の
符
法
隆
寺

・

天
王
寺
に
到
る
。
先
師
の
誓
願
詩
、
感
応
の
験
し
有
り
…
…
三
た
び
四
天
王

寺
に
夏
居
し
、
上
宮
廟
に
奉
る
法
華
を
開
説
す
る

〔詩
〕
一
首
虹
び
に
小
序

と
あ
り
、
前
者
の
序
に
よ
つ
て
、
弘
仁
七
年
か
ら
天
長
二
年
ま
で
の
九

ケ
年
の
間
に
三
度
と
、
天
長
十
年
に

一
度
と
前
後
併
せ
て
四
回
、
光
定

は
四
天
王
寺
の
安
居
の
講
師
を
勤
た
こ
と
と
な

つ
て
い
る
。
と

こ
ろ

が
、
光
定
の

「
行
状
」
に
は

「
天
長
…
…
勅
に
よ
り
師
を
し
て
僧
首
に

居
か
し
め
、
初
め
て
天
王
寺
の

(夏
安
居
)
の
講
師
に
充

つ
る
こ
と
を

許
さ
し
む
」
と
あ
る
。
初
め
て
と
あ
る
以
上
は
、
戒
文
に
云
う
所
の
天

長
二
年
ま
で
に
三
回
の
講
経
は
、
怪

し
く
な

つ
て
来

る
。
ま
た

「
行

状
」
に
は
、
「
天
長
五
年
伝
灯
法
師
位
に
任
ぜ
ら
れ
、
十
年
法
隆
寺

の

講
席
に
昇
る
」
と
も
あ
る
。
し
か
る
に
戒
文
に
よ
れ
ば
、
天
長
十
年
に

光
定
は
、
四
度
目
の
四
天
王
寺
の
夏
安
居
の
講
師
と
し
て
出
仕
し

(
た

こ
と
に
な
っ
て
)
て
い
る
。
同
じ
年
の
同
じ
期

に
、

一
人

で
両
者

の
講

師
を
兼
ね
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
が
よ
り
史
実
に
近
か

(
1
4
)

い
か
と
な
れ
ば
、
筆
者
は
戒
文
よ
り
も
行
状
を
採
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
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こ
の
法
隆
寺
と
四
天
王
寺
と
の
夏
安
居
に
お
け
る
法
華

・
金
光
明
の
講

経
は
、
興
福
寺
の
維
摩
会
、
薬
師
寺
の
最
勝
会
や
、
宮
中
に
お
け
る
御

斎
会

(金
光
明
会
)
の
そ
れ
の
ご
と
く
、

一
生

一
度
の
晴
れ

の
発
表

の

場
で
あ
り
、
度
々
出
仕
す
べ
き
性
質

の
も
の

で
は
な
か

つ
た
。
従

つ

て
、
光
定
が
四
度
ま
で
も
そ
の
任
を
果
た
し
た
、
と
い
う
こ
と
は
当
時

(
1
5
)

の
制
度
の
上
か
ら
も
、
光
定
の
人
柄
か
ら
推
し
て
も
、
そ
う
い
う
こ
と

は
、
有
り
得
な
か
つ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
大
師

の
太
子
へ
の
献
詩
を
ば
、
光
定
は

「誓
願
詩
」
と
名

づ
け
、
自
ら
の
詠
詩
を
も
、
「
上
宮
廟

へ
奉
る
詩
」
と
し
て
掲
げ

て
い

る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
う
し
た
伏
線
的
な
措
置
に
よ
つ

て
、
い
わ
ゆ
る
大
師
の
誓
願
詩
が
、
最
澄
の
天
皇

へ
の

「奉
献
詩
」
な

る
こ
と
の
暗
示
的
な
認
識
を
与
え
、

そ
の
観
念
的
類
似
と
名
称

の
相
似

性
と
を
利
用
し
て
、
そ
の
誓
願
詩
が
や
が
て
天
皇

の
最

澄

へ
の
和
韻

詩
、
即
わ
ち

「答
二最
澄
「奉
献
詩
一」
の
原
詩
、
最
澄
の

「
奉
献
詩
」
な

る
か
の
如
き
錯
覚
を
ば
、
読
者
に
対
し
て
与
え
る
べ
く
努
め
て
い
る
か

の
よ
う
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は

(覆
面
の
)
光
定
が
試
み
た
虚

構

で
あ
り
、
作
為

で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
何
故
な

れ
ば
、
戒

文
に
い
う
大
師

の
誓
願
詩
な

る
も

の
は
、
五
言
律
詩

で
あ

り
、
押
韻

は

「
一
束
韻
」
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
最
澄
の

「
奉
献
詩
」

へ
の
天
皇

の
和
韻
詩
は
、
五
言
古
詩
、

二
十
韻
の
詩
で
、
押
韻
も

「
十

灰
」
の
韻

で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
大
師
の
天
皇

へ
の
奉
献
詩
の
詩
型

も
、
天
皇

の
和
韻

の
御
製
と
同
じ
で
、
押
韻
も

「
灰
」
の
韻
中
で
、
和

韻
詩
の
韻
字
と
同
字
韻
を
押
し
て
あ
つ
た
は
ず

で
あ
る
。
従

つ
て
ま

た
、
最
澄
の
上
宮
廟

へ
の
誓
願
詩

(前
出
)
は
、

天
皇

へ
奉

つ
た

「
奉

献
詩
」
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
戒
文
に
は
作
為
や
創
作
が

他
に
も
多
く
見
ら
れ
、
そ
れ
は
実
在
の
光
定
の
作
と
は
考
え
が
た
い
節

が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
注
の
17
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

1

「南
都
仏
教
」
第
二
六
号
の
拙
考
を
参
照
。

2

諸
本

に
は

「
国
教

「
と
あ
る
が
、
金
沢
文
庫
本

に
は

「
円
教
」
と
あ
り
、

平
灰

の
上

か
ら
も
円
字
が
妥
当
す
る

の
で
、

そ
の
よ
う

に
改

め
た
。

3

旧
版
大
師
全
集

・
別
巻

・
通
頁

・
22

・
9
行
-

23

・
4
行
。

4

注
3

に
同

じ
。

5

・
6

『
伝
教
大
師
研
究
』
中

の
拙

考
参

照
。

7

朝
日
新
聞
社
版

三
代
実
録

・
巻

八

・
貞
観

六
年

三
月

廿
七
日

の
条

に
、

「
贈
二
大
僧
正
伝
灯
大
法
師
位
空
海
、

延
暦
寺

座
主
伝

灯
大
法
師
位
最
澄
、

並
法
印
大
和
上
位

一」

と
あ
る
。

8

嵯
峨
天
皇
御
筆

の
光
定

へ
の
戒
牒

は
延
暦
寺
に
藏
せ
ら
れ
、

天
皇
和
韻

の
御
製

は
、
古
典
全
集
本

・
文
華
秀
麗
集

・
91
頁
に
見
え

る
。

9

文
徳
実
録

・
巻
第

十

・
天
安

二
年
八
月
十
日

の
条
参
照
。

m

日
藏
本

・
天
顕
疏

二

・
一
心
戒
文

・
通
頁
靭

・
上
段
参
照
。

11

旧
版
大
師
全
集

・
別
巻

・
一
心
戒
文

・
通
頁

靭

・
上
段
参
照
。

12

注

10
に
同

じ
。

13

注

11
に
同
じ
。

14

文
徳
実
録

の

「
略

伝
」
及

び
嵯
峨
天
皇

の
光
定

へ
の
和
韻
詩

な
ど
に
よ

つ
て
、
戒
文

よ
り
も
行
状

は
、
史
実

に
近

い
と
、
考
え
ら

れ
る
。

15

国
史
大
系
本

・
日
本
紀
略

・
承
和
六
年
十

二
月
十
五

日

の
条

に

「
於
二

大
極
殿

一講

二
最
勝
王
経

■
…
:
凡
毎
年
十
月
興
福
寺
維
摩
会
、

屈
下
諸
宗
僧

学
業
優
長

果
二
五
階

一者
上
為
二
講
師
↓
明
年
正
月
大
極
殿
御
斉

会
以
二
此
僧
一

為
二
講
師

↓
三
月
薬
師
寺
最
勝
会
講
師
同
請
レ
之
。

経
二
此

三
会
講
師
一
者
、

依
レ
次
任
二
僧
綱
幻
他
皆
効
レ
此
。
」

と
あ
る
。

16

旧
版
大
師
全
集

・
別
巻

・
一
心
戒
文

・
通
頁
柳
-

甥
、

日
藏
本

・
天
顕

疏

二

・
一
心
戒
文

・
通
頁
脳
下
段
-
脳
頁

・
上
段
。

17

「
南
都
仏
教
」

第

二
六
号
及
び
近

く
刊
行
予
定

の
、
天

台

学

会

編

『
伝

教
大
師
研
究
』
中

の
拙
考
を
参
照
。

伝
教

大
師
最

澄

の
上
宮
廟

誓
願
詩

に

つ
い
て

(
牛

場
)
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